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■上記の写真および画像はイメージです。■上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。また、税金・手数料等を考慮しておりません。
【本資料に関するご注意事項等】の内容を必ずご覧ください。

2021年前半の当ファンドの基準価額は、新型コロナウイルス（以下、新型コロナ）のワクチン接種進展に伴う景気回復期待
などを背景におおむね上昇傾向で推移しました。2021年後半に入ると、米国の金利上昇を背景とする株安やオミクロン株へ
の警戒感などを背景とした調整局面があり、一進一退で推移しました。当ファンドの基準価額（分配金再投資）は、2021年
12月30日時点で49,780円となり、年初来で22％程度上昇しました。

ヘルスケア業界の3つの成長ポイント

1 先進国の高齢化

2 新興国の所得増加

3 バイオ医薬品の発展

×

2021年初来の基準価額（分配金再投資）の推移

※本資料は「グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド〈愛称：健次〉」の概要について投資家のみなさまにお知らせするために作成したものです。このため、ファンドの商品性、リスク、お申込みメモ等については投資信託説明書（交付目論見書）をご確認いただく必要があります。

設定来の基準価額の推移

期間：（左図）2004年2月27日（設定日）～2021年12月30日、日次 （右図）2020年12月30日～2021年12月30日、日次
・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、1万口当たりであり、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。・信託報酬率は、後記のファンドの費用に記載しています。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

テクノロジーの進化が成長ドライバーに

期間：2001年9月末～2020年8月末、3ヵ月毎（2003年10月末までは半年毎）
出所：National Human Genome Research Instituteのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
・為替は1米ドル115.02円（2021年12月30日時点）で計算。

たとえば、
1人あたりの遺伝子解析コストは
こんなにも低下

2020年
約8万円

2001年
約100億円

期間：2012年～2024年（2018年以降は予測値）、年次
出所：Evaluate Pharma「World Preview 2021, Outlook to 2026」、Evaluate MedTech「World Preview 2018, Outlook to 2024」を基に三菱UFJ
国際投信作成
・医薬品は処方薬。為替は1米ドル115.02円（2021年12月30日時点）で計算。

世界の医薬品と医療機器の市場規模推移

年平均成長率 2.1％
年平均成長率 4.3％

世界の医薬品と医療機器の市場規模は、2012年から2017年までの年平均成長率2.1％に対
し、2018年から2024年の年平均成長率は5.9％とさらなる成長が予測され、2024年には
200兆円を超えることが見込まれています。

年平均成長率 5.9％

予測値

医療の進歩等により高齢化が進み、
医療支出が拡大

経済成長に伴う所得の増加により、
先進国と同様に医療支出が増加

バイオ医薬品の売上高は年々増加
難治療分野への展開が見込まれ、
世界の医薬品売上高に占める比率も
高まると予想

• 難易度の高い手術を補助する
手術支援ロボットが活躍

• 臓器をVR（バーチャルリア
リティ・仮想現実）などで再
現するシステムも登場

• 遺伝子解析装置の進化は創
薬のコストダウン、研究開
発促進の後押しに

• AIやビッグデータの活用で
創薬にかかる期間の短縮化

• 治療だけではなく、診断分
野でも医療機器が活躍

• AIを活用した画像診断支援
技術の向上により精度の高
い診断が可能に

• コロナ禍でデジタル化の流
れが加速

• オンライン診療が普及し、
治験をオンライン診療で進
める動きも

≪ヘルスケア業界におけるテクノロジーの例≫

・上記は一例です。上記に関連する銘柄を当ファンドにおいて組み入れることを示唆・保証
するものではありません。

あわせてご覧ください

『商品説明動画』
※動画は一定期間経過後に削除することがあります。

当ファンドの運用状況と今後のヘルスケア業界
追加型投信／内外／株式
グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド〈愛称：健次〉

情報提供資料

変わらない成長ストーリー さらなる成長ストーリー

2021年初来の当ファンドの基準価額の推移

2022年1月

テクノロジーの進化

創薬

医療機器 手術

オンライン診療
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先進国株式

ヘルスケア株式

世界主要先進国市場のヘルスケア・バイオ関連企業の株式を主要投資対象とします。
◆世界主要先進国市場の中から、製薬、バイオテクノロジー、医療製品、医療・健康サービス関連企業等の株式に分散投資を行います。
◆株式の組入比率は、原則として現金比率をできるだけ抑え、高位を維持します。
財務・収益状況（ファンダメンタルズ）の健全な企業へ長期的な割安度を重視して投資（バリュー投資）を行います。
◆新商品の開発、企業の合併・統合、政策変更等を背景としたヘルスケア・バイオ市場の変化によってもたらされる投資機会に着目します。
◆銘柄選定は、ヘルスケア・バイオ関連企業の財務データや業績見通しといった株価を動かす基本的な要因を重視した分析（ファンダメンタルズ分
析）に基づいて行います。企業の事業見通し、新商品の見込み、企業戦略、競合性等に重点を置いたボトムアップ・アプローチを行います。
◆外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。
株式等の運用にあたっては、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーに運用指図に関する権限を委託します。
◆ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーは、1928年に創業した米国最古の運用機関の一つです。
◆ヘルスケア・セクターでは世界最大規模のファンドの運用アドバイザーを受託しています。
年2回決算を行い、収益の分配を行います。
◆毎年2月27日および8月27日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。

将来の収益分配金の支払いおよびその金額について保証するものではなく、委託会社の判断により、分配を行わない場合もあります。

市況動向および資金動向等により、上記のような運用が行えない場合があります。

１

２

３

４

投資リスク ：基準価額の変動要因：基準価額は、株式市場の相場変動による組入株式の価格変動、為替相場の変動等により上下します。また、組入有価証
券等の発行者等の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の影響を受けます。これらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさま
に帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
投資信託は預貯金と異なります。主な変動要因は、株価変動リスク、為替変動リスクです。上記は主なリスクであり、これらに限定されるものではありません。
くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

収益分配方針 ・分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます）等の全額とします。・委託会社が基準価額水
準・市況動向等を勘案して、分配金額を決定します。（ ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わない場合もあります。）

原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合には、当該超えている部分について、分配
対象額の範囲内で、全額分配を行います。（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）

ファンドの特色

■上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。また、税金・手数料等を考慮しておりません。指数については【本資料で使用している指数について】をご覧ください。

出所：各企業のHPおよび各種資料を基に三菱UFJ国際投信作成 ・上記は昨今のヘルスケア企業の取組みについてご理解を深めていただくため 、2021年12月30日時
点の組入上位銘柄のうち、 2021年10月～12月にプレスリリースされた事柄および各社の取組みの一例をご紹介したものです。したがって、個別銘柄の推奨を目的とす
るものではなく、当ファンドにおいて組み入れることを示唆・保証するものではありません。・上記は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

新しい医薬品の開発は、新型コロナだけでなく、がんなどの難治療分
野でも数多く進められています。また医薬品企業だけでなくヘルスケ
ア業界全体が進化しています。分野ごとに一例をご紹介します。

出所：Bloombergのデータを基に三菱UFJ国際投信作成 期間：2019年～2023年（2022年と2023年は予測値）、年次
・2022年および2023年のEPSとPERは2022年1月12日に取得した各年末の予測値を使用。・上記は指数（米ドルベース）を使用しています。

【本資料に関するご注意事項等】■本資料は三菱UFJ国際投信が作成した情報提供資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。投
資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■本資料の内
容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 ■本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全
性等を保証するものではありません。■投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の
登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありません。■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用
を行います。

【本資料で使用している指数について】■先進国株式：MSCIワールドインデックス ■ヘルスケア株式：MSCIワールドヘルスケアインデックス
・本資料中の指数等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。また、発行者および許諾者が指数等の正確性、完全性を保証する
ものではありません。各指数等に関する免責事項等については、委託会社のホームページ（https://www.am.mufg.jp/other/disclaimer.html）を合わせてご確認く
ださい。【GICS（世界産業分類基準）について】Global Industry Classification Standard（“GICS”）は、MSCI Inc.とS＆P（Standard ＆ Poor’s）が開発した業種
分類です。GICSに関する知的財産所有権はMSCI Inc.およびS＆Pに帰属します。

ファンドの費用 【購入時手数料】購入価額に対して、上限3.30％(税抜3.00％) 販売会社が定めます。くわしくは、販売会社にご確認ください。
【信託財産留保額】換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3％をかけた額
【運用管理費用(信託報酬)】日々の純資産総額に対して、年率2.420％(税抜年率2.200％)をかけた額
【その他の費用・手数料】監査法人に支払われる当ファンドの監査費用/有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料/有価証券等を海外で保管
する場合、海外の保管機関に支払われる費用/その他信託事務の処理にかかる諸費用 等 ※その他の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あ
らかじめ金額または上限額等を記載することはできません。

※上記の費用(手数料等)については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計額等を記載することはできません。

● 設定・運用は● 投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申し込みは

 医療保険の分野
米国の医療保険会社であるユナイ
テッドヘルス・グループ（組入第1
位）は、通常の医療保険ビジネスだ
けでなく、「オプタム」と呼ばれる
情報技術を活用した医療データ分析
などの医療サービスを提供しており、
テクノロジー投資やシステム導入に
も力を入れています。

 今後も成長が期待される

株式市場が上昇・下落した月に分けて
ヘルスケア株式のパフォーマンスをみる
と、株式市場の上昇局面では追随力を、
下落局面では下値抵抗力を発揮しました。
ヘルスケア株式は生命に関わる製品や
サービスを提供する業種の株式であり、
企業収益が景気に左右されにくいと考え
られます。

出所：Bloombergのデータを基に三菱UFJ国際投信作成
期間：2001年12月～2021年12月、月次
・上記は指数（現地通貨ベース、税引き前配当込み）を使用しています。上記期間における「先進国株
式」の月次騰落率について、上昇した月（株式市場が上昇した月）と下落した月（株式市場が下落した
月）に分けて、「先進国株式」と「ヘルスケア株式」それぞれの平均月次騰落率を算出しました。

 株式市場の上昇局面では追随力を、
下落局面では下値抵抗力を発揮

 景気に左右されにくい業種の株式

過去20年間の株式市場が上昇・下落した月におけるパフォーマンス

＊市況の変動等により、上記の運用方針通りの運用が行えない場合があります。
・（グラフ・表）時点：2021年12月30日。業種は、GICS（世界産業分類基準）の産業分類で分類。ヘルスケア・プロバイダー/ヘルスケア・サービスには、病院・保険
会社やヘルスケア・サービスの提供業者が含まれます。比率は純資産総額に対する割合です。表示桁未満は四捨五入して表示しています。

割安

割高

予測値予測値

投資対象としてのヘルスケア株式
追加型投信／内外／株式
グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド〈愛称：健次〉

情報提供資料
2022年1月

ファンドの目的 ：信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

ヘルスケア株式の傾向

 直近3年間対比で割安傾向が見込まれる
EPS（一株あたり利益）：成長性を見る指標
一株に対して企業がどれだけ利益を稼いでいるかを示す

PER（株価収益率）：株価の割高・割安を見る指標
EPSに対して株価が何倍まで買われているかを示す 進化するヘルスケア企業

当ファンドの運用状況 当ファンドはヘルスケア業界に属する様々な業種を投資対象とするこ
とで、様々な投資機会を捉えることをめざします*。

業種別組入比率 組入上位10銘柄

 がんの分野
米国の医薬品会社であるイーライ・
リリー（組入第3位）は、2021年
10月に同社の乳がんの経口治療薬
「ベージニオ」が特定の早期乳がん
患者に対する術後薬物療法等として
初めて承認（適応拡大）されたと発
表しました。日本でも12月に承認
されました。

 新型コロナの分野
米国の医薬品会社であるファイザー
（組入第2位）は、同社の新型コロ
ナの経口治療薬「パクスロビド」に
ついて、2021年12月に米食品医
薬品局（FDA)の緊急使用許可がお
りたと発表しました。同薬は米国で
許可された初の新型コロナの飲み薬
です。

＜株式市場が上昇した月＞ ＜株式市場が下落した月＞
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銘柄 業種 比率

1 ユナイテッドヘルス･グループ ヘルスケア・プロバイダー/
ヘルスケア・サービス

8.0%

2 ファイザー 医薬品 6.4%
3 イーライ･リリー 医薬品 5.9%
4 アストラゼネカ 医薬品 4.5%
5 ブリストル･マイヤーズ スクイブ 医薬品 3.8%

6 ダナハー ライフサイエンス・ツール/
サービス

3.8%

7 ノバルティス 医薬品 3.6%
8 エドワーズライフサイエンス ヘルスケア機器・用品 3.2%
9 ボストン･サイエンティフィック ヘルスケア機器・用品 2.9%
10 ストライカー ヘルスケア機器・用品 2.4%

組入銘柄数: 80銘柄

EPSの推移
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販売会社は右記の三菱UFJ国際投信の照会先で
ご確認いただけます。


